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第１１回 定例会の開催 ２月１１日（日）１９：００ ～ 自治会館 

・２９年度活動報告書、３０年度事業計画、役員人事、規約改正の（案）が提示され了承された。

・第２２回「震災対策技術展」横浜、２月８日（木）～９日（金）パシフィコ横浜 Ｄホール 

 ⇒ 緑２・防災隊からは堀口隊長と斎藤防災部長の２名が参加しました。 

・光が丘地区独立防災隊合同訓練 ３月１１日（日）９：３０～１２：００ 下溝防災消防訓練所 

公益社団法人 相模原市防災協会主催 防災講演会 

１月１８日（木）１４：３０～１６：００ 杜のホールはしもと 

後援に相模原市消防局、講師には神奈川県温泉地学研究所所長・静岡大学

名誉教授 里村 幹夫氏を迎え「相模原市で起こりうる地震とその対策」と

題して講演が行われました。地震発生のメカニズムをプレートの模式図を

用いて海溝型と内陸直下型の違いを解説、相模原市では、今後３０年間に

７０％の確率で発生する首都直下型地震（マグニチュード７クラス）を特

に警戒する必要があるとのことでした。また、阪神・淡路大震災及び熊本

地震は直下型の地震で、多くの人々が近隣住民によって救助されており、

あらためて自助、共助が重要であると力説されていました。 

なお、緑２・防災隊からは堀口隊長と福澤広報部長の２名が聴講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災講演会のチラシ 

「光が丘マイスターの会」研修会（第２回）の開催 ２月１７日（土） 

１４：００～１６：００ 光が丘ふれあいセンター ２階 大会議室 

本年度、第２回目の研修会は緑２・防災隊のマイスター４名を含み、１７名が出席して開催され、

安否確認の訓練結果（並木３ 中禮講師）、震度７生存確率 仲西宏之氏 抜粋編（西大沼 島講師）、

最新防災講座（虹ヶ丘 門倉講師）、子供向けプレゼン用 総務省消防局作成 低学年用・高学年用 

 

 

 

 

 

 

 

西大沼 島講師による講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

緑２ 堀口講師による講座の様子 

及び かながわ人と智をつなぐ

防災・減災ネットワークの紹介

代表 神奈川大学 荏本孝久教授

（緑２ 堀口講師）、土砂災害へ

の対応（朝日が丘 南講師）、光

が丘自助キャンペーンについて

（熊谷講師）のプレゼンがあり、

情報の共有化を図りました。 

 ～復旧するまでの数日間を支える物～ さがみはら「防災ガイドブック」より

   


